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京都府議会議員選挙
京田辺市長・市議会議員選挙

\必ず投票しましょう /
4/7日
4/21日
問選挙管理委員会（総務室内、☎64-1337）

Ｊ
Ｒ
松
井
山
手
駅
開
業
・
全
線
電
化
・
長
尾
〜
松
井
山
手
駅
間
複
線
化

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

国
道
３
０
７
号
バ
イ
パ
ス（
府
道
八
幡
木
津
線
〜
山
城
大
橋
西
詰
間
）開
通

人
口
５
万
人
突
破

阪
神
淡
路
大
震
災
発
生

市
制
施
行
に
よ
り
「
京
田
辺
市
」
誕
生 

薪
新
田
辺
線
・
新
田
辺
駅
前
線
開
通 

新
山
城
大
橋
開
通

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
発
生

Ｊ
Ｒ
大
住
・
京
田
辺
・
三
山
木
駅
の
新
駅
舎
開
業

中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」
オ
ー
プ
ン

新
玉
水
橋
開
通

田
辺
公
園
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
・
野
外
ス
テ
ー
ジ
な
ど
オ
ー
プ
ン

近
鉄
三
山
木
駅
の
高
架
駅
舎
完
成

新
紙
幣
発
行
（
千
円
＝
野
口
英
世
・
五
千
円
＝
樋
口
一
葉
）

同
志
社
大
学
な
ど
と
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

人
口
６
万
人
突
破

大
住
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
大
住
児
童
館
・
宝
生
苑
）
オ
ー
プ
ン 

防
賀
川
西
側
公
園
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
）
オ
ー
プ
ン

三
山
木
駅
前
広
場
オ
ー
プ
ン

「
同
志
社
山
手
」
ま
ち
び
ら
き 

山
手
幹
線
（
薪
〜
尼
ケ
池
間
）
開
通

河
原
保
育
所
新
園
舎
開
所 

第
二
京
阪
道
路
京
田
辺
Ｐ
Ａ
開
所

東
日
本
大
震
災
発
生

非
核
平
和
都
市
宣
言

三
山
木
保
育
所
新
築
移
転 

防
賀
川
東
側
公
園
オ
ー
プ
ン

複
合
型
福
祉
施
設
「
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン

国
際
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
「
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
」

　
京
都
ス
テ
ー
ジ
初
開
催

北
陸
新
幹
線
の
新
駅
設
置
決
定

南
田
辺
三
山
木
駅
前
線
開
通

新
名
神
高
速
道
路
（
八
幡
京
田
辺
〜
城
陽
間
）
開
通

水
辺
の
散
策
路
（
普
賢
寺
川
２
ル
ー
ト
、
手
原
川
ル
ー
ト
、

　
天
津
神
川
・
馬
坂
川
・
木
津
川
ル
ー
ト
）
整
備
完
了

山
手
幹
線
（
三
山
木
〜
精
華
町
下
狛
間
）
開
通

三
山
木
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
に
よ
り
「
三
山
木
中
央
」
誕
生

府
立
田
辺
高
等
学
校
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

水
辺
の
散
策
路
（
虚
空
蔵
谷
川
２
ル
ー
ト
）
整
備
完
了
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田
辺
町
か
ら
京
田
辺
市
へ
、
そ
し
て
市
制
２０
周
年
を
経
て
さ
ら
に
成
熟

し
た
ま
ち
の
「
平
成
」
の
記
録
を
、
年
表
と
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

京田辺市長

平
成
１９
年
４
月
に
市
民
の
皆
様
の
信
託
を

得
て
京
田
辺
市
政
の
舵
取
り
役
と
し
て
市
長

に
就
任
し
て
以
来
、
３
期
１２
年
に
わ
た
り
、

市
政
の
推
進
に
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し

た
が
、
こ
の
４
月
末
を
も
っ
て
市
長
と
し
て

の
職
を
退
任
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
昭
和
４６
年
に
田
辺
町

役
場
に
採
用
さ
れ
て
以
来
、
職
員
と
し
て
３６

年
、
市
長
と
し
て
１２
年
と
、
約
半
世
紀
に
わ

た
っ
て
、
近
鉄
新
田
辺
駅
前
の
区
画
整
理
を

は
じ
め
と
す
る
京
田
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
、

真
心
込
め
て
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
は
、
私
の
人
生
の
宝
物
で
あ
り
、
誇
り
で

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
、
本
市
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂

げ
ま
し
た
。
市
の
北
部
、
中
部
、
南
部
の
各

拠
点
駅
を
中
心
と
し
た
都
市
基
盤
整
備
は
、

三
山
木
区
画
整
理
事
業
の
完
了
を
も
っ
て
一

区
切
り
が
つ
き
ま
し
た
。
ま
た
交
通
利
便
性

と
豊
か
な
自
然
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
を
最
大
限

生
か
し
な
が
ら
、「
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

の
創
造
」
と
「
子
育
て
支
援
の
充
実
」
の
二

つ
を
大
き
な
柱
に
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
で
、
本
市
は
今
な
お
人
口
が
増
加

す
る
ま
ち
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

新
名
神
高
速
道
路
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に

「
京
田
辺
」
の
名
を
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と

や
、
交
付
税
の
要
望
、
施
策
・
事
業
の
採
択

に
向
け
て
関
係
機
関
に
何
度
も
通
っ
た
こ
と

は
、
良
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
の
ハ
ブ
と
し
て
位
置
す
る
京
田

辺
は
、
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

伸
び
ゆ
く
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
国
も
北
陸
新

幹
線
の
新
駅
設
置
を
本
市
に
定
め
た
と
自
信

を
持
っ
て
い
ま
す
。

拠
点
駅
の
都
市
基
盤
整
備
、
そ
し
て
市
制

２０
周
年
を
経
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
フ
ァ
ー
ス

ト
ス
テ
ー
ジ
が
完
了
し
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

移
る
準
備
が
で
き
た
今
、
新
た
な
リ
ー
ダ
ー

に
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
ふ
る
さ
と
京

田
辺
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
ベ
ス
ト

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
思
え
ば
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
外
さ
な

い
こ
と
、
旬
を
逃
さ
な
い
こ
と
は
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
私
が
最
も
大
切
に
し
て

き
た
こ
と
の
一
つ
で
す
。

「
四
季
を
感
じ
て
暮
ら
す
豊
か
さ
を
再

生
」
と
い
う
政
策
理
念
や
「
水
辺
の
散
策
路
」

事
業
な
ど
、
春
夏
秋
冬
と
い
う
季
節
を
感
じ

る
施
策
を
進
め
て
き
た
の
も
こ
う
し
た
思
い

が
心
の
中
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
旬
を
逃
さ
な
い
こ
と
で
重

視
し
て
き
た
の
が
、
課
題
の
発
生
し
て
い
る

現
地
に
赴
き
市
民
の
皆
様
の
声
を
聞
く
と
い

う
「
現
地
現
場
主
義
」
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
私
が
進
め
て
き
た

ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
今
日
の
京
田
辺
の
発

展
は
、
市
民
の
皆
様
の
声
に
基
づ
く
も
の
で

あ
り
、
退
任
に
あ
た
り
心
に
浮
か
ぶ
言
葉
は

皆
様
へ
の
「
感
謝
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
は
一
市
民
と
し
て
、
こ
の
生
ま
れ
育
っ
た

大
好
き
な
京
田
辺
の
発
展
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
市
民
の
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
愛
す
る
京
田
辺

の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
、
退
任
に
あ
た
っ

て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


